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日
本
で
最
初
の
鉄
道
が
明
治
５（
１

８
７
２
）年
に
東
京
新
橋
・
横
浜
間
に

開
業
し
た
。
九
州
に
鉄
道
を
と
の
気
運

が
起
こ
っ
た
の
は
、
明
治
13（
１
８
８

０
）年
ご
ろ
で
あ
っ
た
。
当
時
は
、
主

要
幹
線
は
政
府
が
行
う
こ
と
を
原
則
と

し
て
い
た
た
め
、
直
ち
に
実
現
す
る
こ

と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
鉄

道
建
設
へ
の
要
望
が
高
ま
り
、
こ
れ
を

受
け
て
、
九
州
鉄
道
発
起
人
会
を
発
足

さ
せ
た
。
線
路
の
実
測
を
完
了
す
る
な

ど
し
て
、
明
治
21（
１
８
８
８
）年
３
月

に
政
府
に
対
し
て
民
営
に
よ
る
鉄
道
建

設
の
免
許
申
請
を
行
っ
た
。
同
年
６
月

に
許
可
さ
れ
て
、「
九
州
鉄
道
会
社
」（
九

鉄
）が
設
立
さ
れ
た
。

　

九
鉄
は
、
鉄
道
用
地
の
買
収
に
着
手

す
る
と
と
も
に
ド
イ
ツ
人
技
師
を
技

術
顧
問
に
招
聘
し
た
。
機
関
車
や
軌
条

（
レ
ー
ル
）な
ど
も
ド
イ
ツ
か
ら
輸
入
し

て
お
り
、
九
州
鉄
道
は
ド
イ
ツ
式
で
建

設
さ
れ
た
。
本
州
の
鉄
道
は
英
国
式
、

北
海
道
は
米
国
式
で
建
設
さ
れ
た
。

　
線
路
の
建
設
は
、
13
の
工
事
区
間（
第

１
工
区
門
司
・
遠
賀
川
、
第
２
工
区
遠

賀
川
・
博
多
、
第
３
工
区
博
多
・
久
留

米
な
ど
）が
設
定
さ
れ
、
工
事
の
着
手

と
完
成
時
期
が
示
さ
れ
た
。

　
明
治
21（
１
８
８
８
）年
９
月
に
博
多
・

久
留
米
間
の
工
事
に
着
手
し
、
翌
年
12
月

に
博
多
・
千
歳
間
が
開
通
し
た
。
九
州
に

お
け
る
最
初
の
鉄
道
で
あ
る
。開
業
日
は
、

機
関
車
３
台
、
客
車
６
台
で
あ
っ
た
。

　

第
１
工
区
と
第
２
工
区
の
工
事
は
、

明
治
22（
１
８
８
９
）年
7
月
に
着
工

し
、
赤
間
・
博
多
間
は
明
治
23（
１
８

９
０
）年
９
月
に
開
通
し
た
。

　

そ
の
２
カ
月
後
の
同
年
11
月
15
日
に

は
、
遠
賀
川
・
赤
間
間
が
開
通
し
て
い

る
。
こ
の
日
、岡
垣（
当
時
は「
矢
矧
村
」

で
あ
る
）内
を
初
め
て
蒸
気
機
関
車
に

牽
か
れ
た
旅
客
列
車
が
走
っ
た
。
地
元

で
は
、
鉄
道
建
設
の
当
初
か
ら
九
鉄
に

対
し
て
、
海
老
津
駅
の
設
置
を
要
望
し

て
い
た
が
、
開
業
ま
で
に
は
20
年
を
待

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
の
区
間
に
あ
る
城
山
峠
は
、
44
分

の
１
の
急
勾
配（
44
メ
ー
ト
ル
進
む
間

１
メ
ー
ト
ル
高
く
な
る
）の
難
所
で
あ

り
、
こ
の
峠
を
越
え
る
に
は
、
旅
客
車

の
前
後
に
機
関
車
を
連
結
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。
貨
物
車
の
場
合
は
３
台
の
機

関
車
で
峠
越
え
を
し
て
お
り
、「
九
州
鉄

道
の
箱
根
の
険
」と
も
い
わ
れ
た
。

　

九
鉄
時
代
の
線
路
の
遺
構
が
、
海
老

津
に
残
さ
れ
て
い
る
。
赤
レ
ン
ガ
で
建

造
さ
れ
た
ア
ー
チ
橋
で
、
岡
垣
町
の
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
大
切
に
保
存

さ
れ
て
い
る
。
九
州
内
で
は
、
最
も
古

い
部
類
に
属
す
る
鉄
道
建
造
物
で
あ
る
。

　

赤
間
・
遠
賀
川
間
が
開
通
し
た
こ
と

に
よ
り
、
遠
賀
川
か
ら
久
留
米
の
間
が

通
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
開
業
日
の
福

岡
日
日
新
聞
に
は
、
遠
賀
川
・
久
留
米

間
の
営
業
開
始
を
知
ら
せ
る
広
告
を
出

し
て
お
り
、
発
着
時
刻
と
運
賃
表
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
遠
賀
川
駅
の
発
・
着

は
、
い
ず
れ
も
１
日
３
便
で
あ
っ
た
。

　

悲
願
で
あ
る
海
老
津
駅
の
設
置
に
関

し
て
は
、
赤
間
・
遠
賀
川
間
が
開
通
し

て
か
ら
15
年
後
に「
海
老
津
停
車
場
設

置
委
員
会
」を
結
成
し
て
本
格
的
に
運

動
を
開
始
し
た
。

つ
づ
く

鉄
道
建
設
と
海
老
津
駅
①

　
　
　
　
―
鉄
道
の
敷
設
―
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▲九州鉄道初期の蒸気機関車（「九州の鉄道の歩み」
から援用）

▲赤レンガアーチ橋（後方は JR 鹿児島本線）
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